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　京都議定書が2005 年 2月に発効したことを受け、温室効果ガス、特に二酸化炭素（CO2）排出削
減への取り組みが急務となっている。従来、アミン系の溶液が二酸化炭素の吸収能力が高いとされてい
たが、東芝がその10 倍以上の吸収能力を持つ新しいCO2 吸収セラミックスを開発した。このセラミッ
クスは、700℃前後の高温で吸収・排出を繰り返すという特徴を持ち、発電所の高温ガスからCO2 を
直接除去する装置などへの活用が期待されている。
　吸収したCO2 の純度も99.5% 以上と高く、放出後は製鉄工程の原料やドライアイスなどの材料など
に利用できる。実用化にあたっての課題は、コストを下げるための吸収剤の耐久性である。現在のところ、
200回程度の繰り返し処理性能は確認されているが、これを6,000 回程度まで引き上げることを目標と
している。この段階で、CO2１トンの吸収コストは2,000 円台と見込まれ、従来の吸収法の約半分に
なる可能性があることから、この分野の技術動向および取り組みが注目される。
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　京都議定書が 2005 年２月に発効し、温室効果ガ
ス排出削減への取り組みが急務となってきている。
ここではCO2吸収に関する最近の動向を紹介する。
　CO2 吸収については、従来、アルカノールアミ
ンという液体の吸収能力が最良であったが、東芝
は、この吸収液の 10倍以上の吸収能力を持つ新
しいCO2 吸収セラミックスを開発、発電所の高温
ガスからCO2 を直接取り去る装置などへの活用を
目指している。吸収剤は、リチウムとシリコンの
化合物でリチウムシリケート（Li4SiO4）という物
質である。多孔質体で、気孔は中心部まで連続し
てつながる３次元のネットワーク状になっている。
リチウムシリケートは 700℃以下でCO2 を吸収し、
700℃以上になると放出する性質を持つため、CO2
を吸った後に放出させて材料の繰り返し利用が可
能である。本セラミックスは、500～ 600℃という
高温でCO2 を吸収できるのが大きな特徴で、発電
所でのCO2 除去装置への適用が考えられている。
発電タービンに吹き込む直前の、高温で濃度の高
いCO2 ガスを吸収できる。CO2 濃度が薄くなった
排ガスから吸収するよりも吸収装置の効率が高く
なる。従来のアミン吸収液等を使う装置に比べ、
運転エネルギーや装置のスペースが小さくて済む。
　実用化の課題は、吸収剤の耐久性である。装置
中吸収剤の交換頻度が高くなると運転コストも高
まる。目標繰り返し数は6,000回近くで、実現すれば、
後処理も含めてCO2 １トンの吸収コストは 2,000
円台と見込め、従来吸収法に比べ約半分にできる
可能性がある。既に、約 200 回分の性能は確認し
ており、今後、添加物や試験方法自体も工夫して
さらに耐久性を高める計画である。吸収したCO2
純度は 99.5％以上と高く、放出後は製鉄工程の原
料やドライアイスなどの材料などに利用できる。
　京都議定書目標達成に向けて、これからCO2 吸
収に関する技術やシステムの開発が益々重要にな
る。上記も含めてこの分野の技術動向および取り
組みが注目される。
CO2 吸収セラミックス
http://www.toshiba.co.jp/env/jp/management/
technology_j.htmより
